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１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部

　

２
月
25
日
に
「
新
冠
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
準
備
室
」

を
設
置
、
そ
の
後
２
月
26
日
に
近
隣

町
で
の
感
染
者
の
発
生
が
報
告
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
「
新
冠
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
へ

改
め
、
連
日
、
本
部
会
議
を
開
催
し
、

各
種
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解

除
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
防
止

対
策
な
ど
の
た
め
、
当
面
、
対
策
本

部
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

〇
町
内
各
施
設
の
開
設
状
況

　

小
中
学
校
は
、
北
海
道
教
育
委
員

会
か
ら
の
臨
時
休
業
要
請
に
よ
り
、

４
月
20
日
か
ら
５
月
６
日
を
臨
時
休

業
と
し
、
更
に
そ
の
後
５
月
31
日
ま

で
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　

「
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
」「
児

童
館
」
な
ど
も
、
５
月
末
ま
で
休
所

ま
た
は
休
止
し
、
そ
の
他
の
公
共
施

設
も
５
月
末
ま
で
休
止
な
ど
の
取
り

扱
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
緊

急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、
利
用

制
限
な
ど
を
徹
底
し
、
一
部
の
施
設

を
除
き
順
次
再
開
し
て
い
ま
す
。

〇
消
毒
資
器
材
等
の
納
入
状
況

　

予
防
対
策
及
び
発
生
時
の
拡
大
防

止
策
と
し
て
必
要
と
な
る
、
マ
ス
ク

や
消
毒
器
材
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
品
薄
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
一
部
の
製
品
に
つ

い
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
納

品
数
も
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

〇
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
状
況

　

世
帯
構
成
員
１
人
に
対
し
、
10
万
円

を
支
給
す
る
特
別
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
受
付

は
５
月
７
日
、
郵
送
な
ど
に
よ
る
申
請

受
付
は
14
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

支
給
状
況
は
６
月
19
日
現
在
、
給

付
対
象
者
５
４
４
８
人
に
対
し
、

５
２
９
９
人
の
方
が
受
給
し
、
給
付

総
額
は
５
億
２
９
９
０
万
円
、
給
付

率
は
、
97
・
３
％
で
す
。

〇
高
齢
者
世
帯
へ
の
健
康
確
認
調
査

　

75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

１
１
８
名
に
対
し
、
健
康
確
認
調
査

を
３
月
か
ら
５
月
ま
で
月
１
回
、
訪

問
や
電
話
に
よ
り
行
っ
た
ほ
か
、
特

別
定
額
給
付
金
申
請
手
続
き
の
支
援

も
行
い
ま
し
た
。

〇
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業

　

国
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
に

必
要
な
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ

れ
、
町
へ
の
第
１
次
分
限
度
額
は
、

６
５
２
９
万
３
千
円
で
あ
り
、
活
用

を
図
る
べ
く
、
職
員
の
ア
イ
デ
ア
を

含
め
、
各
課
か
ら
の
事
業
提
案
の
精

査
を
行
い
、
感
染
症
対
策
、
商
工
業

者
持
続
化
支
援
、
学
習
環
境
整
備
、

消
毒
資
器
材
購
入
な
ど
20
事
業
、
対

象
事
業
費
９
０
１
０
万
２
千
円
の
実

施
計
画
を
５
月
20
日
に
日
高
振
興
局

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

緊
急
度
の
高
い
事
業
と
し
て
６
月

１
日
の
第
２
回
臨
時
議
会
で
予
算
議

決
を
い
た
だ
い
た
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

「
家
庭
用
ご
み
袋
配
布
事
業
」
は
、

外
出
自
粛
の
影
響
に
よ
り
家
庭
で
の

排
出
ご
み
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

議　会
-第２回定例会 -

町
長
行
政
報
告

ら
、
全
世
帯
に
燃
や
せ
る
ご
み
袋
の

大
10
枚
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

「
介
護
資
格
取
得
経
費
助
成
事
業
」

は
、
介
護
施
設
な
ど
へ
の
就
労
を
促

す
ほ
か
、
就
労
環
境
が
激
務
と
な
っ

て
い
る
介
護
現
場
の
離
職
対
策
と
し

て
、
既
存
の
「
介
護
職
員
初
任
者
研

修
費
助
成
事
業
」
及
び
「
実
務
者
研

修
費
助
成
事
業
」
に
上
乗
せ
し
、
自

己
負
担
額
全
額
を
助
成
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

「
町
外
学
生
等
応
援
給
付
金
」
は
、

町
外
に
居
住
し
て
い
る
学
生
な
ど
を

対
象
に
、
そ
の
学
生
生
活
を
応
援
す

る
た
め
、
一
人
３
万
円
を
給
付
し
て

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
町
政
事
務
委
託
文
書
で
周

知
し
て
お
り
、
６
月
19
日
現
在
の
申

請
者
は
86
名
で
す
。

　

「
新
冠
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
経
営
持
続
支
援
金
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
国
が
行
う
持
続
化
給
付
金
に

該
当
し
な
い
法
人
又
は
個
人
に
対
し
、

収
入
減
少
対
策
、
雇
用
の
維
持
・
確
保
、

会
社
維
持
な
ど
の
事
業
継
続
支
援
を

目
的
と
し
て
、
１
事
業
所
20
万
円
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

　

「
マ
ス
ク
の
全
町
民
へ
の
配
布
」
は
、

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
品
薄
状
態

が
続
い
て
い
る
マ
ス
ク
を
町
民
一
人

当
た
り
10
枚
配
布
し
た
ほ
か
、
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
方
へ
50
枚
の
配
布
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
や
妊
産
婦
の
方
へ
追
加
配

布
し
て
い
ま
す
。
十
分
な
量
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
今
後
も
マ
ス
ク
の
納
入
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
適
宜
、
配
布
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
型
連
休
期
間
中
に
北
海
道
が
行

う
休
業
要
請
以
外
で
、
自
主
的
な
判

断
に
よ
り
営
業
を
自
粛
さ
れ
た
場
合

に
限
り
、
１
事
業
所
10
万
円
の
支
援

金
を
給
付
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
支
援
金
」
は
、

35
件
の
申
請
を
受
け
、
５
月
25
日
に

は
支
給
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
用
に
屋
内

テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
を

購
入
す
る
「
防
災
活
動
支
援
事
業
」
は
、

全
国
的
な
在
庫
不
足
の
状
況
に
よ
り

納
入
が
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
早
期
購

入
に
向
け
取
り
進
め
ま
す
。

　

「
乳
幼
児
健
診
事
業
」
は
、
実
施
に

当
た
っ
て
３
つ
の
密
を
避
け
る
健
診

体
制
と
す
る
た
め
、
少
人
数
で
の
健

診
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
施
回
数
を

増
や
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
高
齢
者
共
同
生
活
施
設
管
理
事

業
」
で
は
、「
あ
い
あ
い
荘
」
に
お
け

る
感
染
予
防
対
策
の
た
め
の
資
器
材

を
購
入
し
ま
す
。

　

「
児
童
生
徒
端
末
整
備
事
業
」
は
、

児
童
生
徒
向
け
の
１
人
１
台
学
習
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す

る
も
の
で
、
町
内
３
校
の
全
て
の
児

童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
４
１
９
台
及
び

中
学
校
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
20
台
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　

「
修
学
旅
行
支
援
事
業
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
新
冠
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

実
施
時
期
を
５
月
か
ら
10
月
に
変
更

し
た
こ
と
に
伴
う
、
経
費
の
増
額
分

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

「
学
習
環
境
整
備
事
業
」
は
、
少
人

数
で
の
授
業
及
び
間
隔
を
空
け
て
の

授
業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
教
室
が

不
足
す
る
新
冠
小
学
校
及
び
新
冠
中

学
校
の
特
別
教
室
を
普
通
教
室
と
し

て
使
用
す
る
た
め
の
備
品
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
の
事
業
採
択
を
待
っ

て
、
現
在
、
保
留
し
て
い
る
事
業
も
、

国
の
判
断
を
見
な
が
ら
順
次
予
算
措

置
を
図
り
ま
す
。

２
　
Ｊ
Ｒ
日
高
線
に
か
か
る
取
組

に
つ
い
て

　

昨
年
11
月
12
日
の
町
長
会
議
で
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
個
別
協
議
を
正
式
に

行
う
こ
と
な
ど
の
方
針
を
決
定
し
、

管
内
課
長
会
議
な
ど
で
協
議
を
重
ね

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
と
も
な
い
２
月

下
旬
以
降
、
会
議
開
催
が
困
難
と
な
っ

て
お
り
、
６
月
４
日
に
町
長
会
議
が

約
７
カ
月
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
綿
貫
常
務
か
ら
、

日
高
線
バ
ス
転
換
調
整
案
の
提
示
を

受
け
た
概
要
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

の
地
域
へ
の
支
援
は
バ
ス
転
換
費
用

と
し
て
調
整
案
を
ベ
ー
ス
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
支
援
を
加
え

拠
出
す
る
、
実
際
の
使
途
は
拠
出
金

を
原
資
と
し
て
、
地
域
で
検
討
い
た

だ
き
た
い
、
併
せ
て
支
援
金
の
総
額

は
25
億
円
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
調
整
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

第２回定例会

　６月 23 日に招集された第２回定例町議会は、６月 26 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、山本教育長の行政報告のほか、令和２年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。

全町民へ配布された
サージカルマスク

特別定額給付金
臨時受付会場の様子
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利
便
性
、
効
率
性
、
持
続
可
能
性
を
満

た
す
こ
と
と
し
、
広
域
地
域
交
通
案

の
長
所
を
で
き
る
限
り
具
現
化
す
る

具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
「
最

大
の
利
用
者
で
あ
る
通
学
生
の
利
便

性
向
上
」、
②
「
日
常
利
用
の
利
便
性

向
上
」、
③
「
き
め
細
か
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
の
検
討
」、
④
「
長
距
離
苫
小

牧
直
行
便
新
設
」、
⑤
「
詳
細
ダ
イ
ヤ

検
討
時
に
既
存
路
線
バ
ス
の
区
間
変

更
や
時
刻
変
更
と
合
わ
せ
た
検
討
」、

⑥
「
ハ
ブ
ポ
イ
ン
ト
や
交
通
結
節
点

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
整
備
」
で
す
。

　

通
学
生
の
利
便
性
向
上
の
点
で
は
、

登
校
バ
ス
の
設
定
、
学
校
近
く
に
停

留
所
設
置
、
日
常
利
用
の
利
便
性
向

上
の
点
で
は
、
低
床
バ
ス
や
ト
イ
レ

付
き
バ
ス
の
検
討
を
図
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

以
上
、
町
長
会
議
の
概
要
で
す
が
、

一
方
、
広
域
交
通
体
系
案
は
便
利
で

効
率
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
、
路
線
結
節

点
の
整
備
、
苫
小
牧
な
ど
都
市
部
へ

の
速
達
性
、
利
便
性
の
向
上
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
管
内
の
協
議
を

踏
ま
え
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
求
め

て
い
る
町
独
自
の
協
議
事
項
の
主
な

も
の
は
、
護
岸
整
備
と
し
て
早
期
に

抜
本
的
な
護
岸
復
旧
が
行
え
る
よ
う

道
と
の
積
極
的
な
協
議
、
Ｊ
Ｒ
用
地

に
つ
い
て
は
、
町
が
活
用
を
考
え
て

い
る
用
地
の
無
償
譲
渡
、
特
に
道
の

駅
周
辺
用
地
に
つ
い
て
は
、
正
式
な

譲
渡
前
で
あ
っ
て
も
早
期
な
利
活
用

に
配
慮
、
鉄
路
横
断
管
渠
工
な
ど
の

撤
去
、
地
域
づ
く
り
の
支
援
と
し
て

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
、
鉄
道

用
地
を
活
用
し
た
交
通
拠
点
整
備
へ

の
支
援
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
公
共
交
通
体
系
や
個
別
協
議

事
項
に
加
え
、
今
回
提
示
を
受
け
ま

し
た
バ
ス
転
換
調
整
案
を
含
め
て
、

今
後
も
協
議
検
討
を
重
ね
、
早
期
に

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
最
終
合
意
に
向
け

取
り
進
め
ま
す
。

３
　
町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ

病
発
生
状
況
に
つ
い
て

　

町
有
牧
野
で
の
ヨ
ー
ネ
病
発
生

は
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
合
わ
せ
て

４
頭
の
患
畜
が
あ
り
、
そ
の
後
殺
処

分
し
清
浄
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

４
月
に
新
た
に
２
頭
の
患
畜
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ネ
病
は
、
一
度
発
生
す
る
と

治
療
法
、
ワ
ク
チ
ン
も
な
く
、
年
単

位
で
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
こ
の
間

は
如
何
な
る
検
査
方
法
で
も
感
染
を

判
別
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
町
有
牧
野
の
感
染
防

止
対
策
と
し
て
、
患
畜
牛
と
同
居
履

歴
が
あ
り
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
牛
群

と
、
同
居
履
歴
の
無
い
牛
群
を
隔
離

し
て
飼
育
し
、
定
期
的
な
検
査
を
行

い
な
が
ら
発
症
を
注
視
し
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
28
日
付
け
の
糞
便
培
養

検
査
の
結
果
、
同
居
履
歴
の
あ
る
牛

群
か
ら
２
頭
の
陽
性
牛
が
確
認
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

ヨ
ー
ネ
病
発
生
以
後
、
町
有
牧
野

で
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
北
海
道
日
高

家
畜
保
健
衛
生
所
を
は
じ
め
、
獣
医

師
の
指
導
の
も
と
、
清
浄
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
感
染
拡
大
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
預
託
牛
の
受
入

は
５
月
末
現
在
２
４
６
頭
で
す
が
、

生
産
者
に
は
事
前
に
こ
の
度
の
ヨ
ー

ネ
病
の
発
生
状
況
を
説
明
し
、
ご
理

解
い
た
だ
い
た
上
で
預
託
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
等
の
対
応

　

２
月
27
日
以
降
、
休
業
措
置
を
講

じ
て
い
た
小
中
学
校
は
、
４
月
７
日

に
始
業
式
、
翌
８
日
に
入
学
式
を
行

い
、
令
和
２
年
度
の
学
校
教
育
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
４
月

16
日
、
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
の

「
再
度
の
臨
時
休
業
要
請
」
に
よ
り

４
月
20
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
臨

時
休
業
措
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
後
４
月
30
日
以
降
に
、
感
染
拡
大

状
況
に
対
応
す
る
北
海
道
知
事
な
ど

か
ら
の
休
業
延
長
要
請
を
受
け
、
５

月
31
日
ま
で
休
業
措
置
を
講
じ
、
結

果
と
し
て
休
業
期
間
は
42
日
間
と
長

期
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
児
童
生
徒
を
各
学
年
単

位
で
５
日
間
に
分
散
さ
せ
、
延
べ
８

日
間
の
登
校
日
を
設
定
し
、
児
童
生

徒
の
健
康
状
態
や
学
習
状
況
の
把

握
、
及
び
休
業
中
の
生
活
指
導
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
定
例
の
校
長
会

の
他
に
臨
時
校
長
会
を
随
時
開
催

し
、
学
校
休
業
に
よ
る
児
童
生
徒
へ

の
影
響
や
学
校
の
再
開
に
向
け
て
の

課
題
を
確
認
し
対
応
を
協
議
し
て
き

ま
し
た
。

教
育
長
行
政
報
告

第２回定例会

　

こ
れ
ら
の
協
議
検
討
を
踏
ま
え
教

育
委
員
会
で
は
５
月
27
日
に
、
学
校

再
開
に
際
し
、
次
の
２
点
を
方
針
化

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

１
点
目
は
授
業
日
数
の
確
保
で
、

不
足
し
た
授
業
日
数
の
21
日
間
を
１

学
期
中
に
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
判
断
か
ら
、
夏
休
み
期
間
を
15
日

間
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
主

要
行
事
で
あ
る
修
学
旅
行
、
運
動
会
、

学
習
発
表
会
な
ど
を
９
月
以
降
に
延

期
し
、
行
事
全
体
の
精
選
を
行
う
こ

と
で
21
日
間
の
授
業
日
数
を
確
保
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

２
点
目
は
感
染
症
予
防
へ
の
取
り

組
み
で
、
登
校
時
の
健
康
調
査
・
マ

ス
ク
着
用
・
消
毒
の
徹
底
・
身
体
的

距
離
の
確
保
・
換
気
の
徹
底
を
継
続

し
て
行
う
と
と
も
に
、
水
泳
授
業
は

密
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
本
年
度
は
中
止
と
し
、
学
校
プ
ー

ル
の
開
設
は
行
わ
な
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
認
定
こ
ど
も
園
の
対
応
で

は
、
４
月
20
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

休
園
と
し
ま
し
た
が
、
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
る
保
育
要
望
に
は
個
別

に
対
応
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
か
ら
は
、
幼
・
小
・
中

の
各
教
育
課
程
で
、
通
常
の
教
育
活

動
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
小
中
学

校
で
は
、
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

活
用
す
る
な
ど
し
て
、
３
密
解
消
を

図
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
施
設
の
対
応

　

レ
・
コ
ー
ド
館
や
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
は
、
３
月
５

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
を
休
館
と
し
、

４
月
１
日
に
は
、
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
各
施
設
を
再
開
し
て
い
ま
し

た
が
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
や
そ
の

後
の
宣
言
期
間
延
長
を
踏
ま
え
、
５

月
31
日
ま
で
休
館
措
置
と
し
ま
し
た
。

児
童
館
も
原
則
休
館
と
し
ま
し
た
が
、

こ
ど
も
園
と
同
様
に
、
個
別
の
事
情

に
対
応
す
る
形
で
学
童
保
育
の
一
部

は
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、

６
月
１
日
か
ら
は
各
施
設
を
再
開
し

ま
し
た
。

○
社
会
教
育
事
業
の
対
応

　

各
施
設
休
館
に
伴
い
、
予
定
し
て

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
や
体
験

型
事
業
を
延
期
や
中
止
と
し
ま
し
た

が
、
休
館
中
に
お
い
て
も
実
施
可
能

な
事
業
や
自
宅
で
簡
単
に
行
え
る
代

替
え
事
業
を
検
討
し
工
夫
し
て
取
り

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

図
書
プ
ラ
ザ
で
は
、
予
約
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
ほ
か
、
生
涯
学
習

講
座
で
は
裁
縫
に
よ
る
マ
ス
ク
作
り

と
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
福
祉
に

役
立
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
を

組
み
合
わ
せ
た
「
布
マ
ス
ク
作
り
講

座
」
に
加
え
、
町
内
出
身
者
の
札
幌

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
シ
ェ
フ
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
レ
シ
ピ
を
基
に
、
調

理
手
順
を
解
説
し
た
動
画
な
ど
の
資

料
を
制
作
し
提
供
す
る
「
本
格
ス
イ
ー

ツ
作
り
講
座
」
さ
ら
に
社
会
体
育
事

業
に
お
い
て
は
、「
自
宅
で
で
き
る
運

動
メ
ニ
ュ
ー
」
を
職
員
自
ら
実
践
し
、

そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
町

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
定
期
的
に
配
信

す
る
な
ど
、
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

外
出
自
粛
の
状
況
下
に
お
い
て
、
少

し
で
も
健
康
で
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
一
部
施
設
に
お
い
て
は
、
休

止
を
継
続
し
、
再
開
し
た
施
設
に
お
い

て
も
一
部
利
用
制
限
を
設
け
、
消
毒

や
換
気
な
ど
、
感
染
防
止
の
取
り
組

み
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
感
染
の
動
向
を
常
に
注
視
し
、

感
染
予
防
に
配
慮
し
た
施
設
運
営
・

事
業
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
そ
の
他
支
援
事
業

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

学
校
の
休
業
や
生
活
環
境
の
変
化
な

ど
、
修
学
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る

学
生
な
ど
に
向
け
て
、
奨
学
金
の
追

加
募
集
に
加
え
、
親
元
を
離
れ
町
外

に
居
住
し
て
い
る
学
生
な
ど
を
対
象

に
、
町
外
学
生
等
応
援
給
付
金
事
業

を
創
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
前
向
き

な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

第２回定例会

感染症対策として
計８回の分散登校を実施

今後も協議検討が重ねられる
ＪＲ日高線の取り組み

感染リスクが高いため
開設が見送られた学校プール
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６
月
８
日
、
新
冠
中
学
校
米

田
孝
太
生
徒
会
長
が
国
保
診
療

所
を
訪
れ
、
渡
部
所
長
へ
車
椅

子
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同

校

は

生

徒

会

活

動

で

２
０
１
４
年
か
ら
リ
ン
グ
プ
ル

収
集
を
開
始
。
生
徒
や
職
員
、

地
域
住
民
な
ど
に
協
力
を
呼
び

掛
け
、
６
年
間
で
６
０
０
㌔
を

集
め
、
江
別
市
の
リ
ン
グ
プ
ル

ネ
ッ
ト
へ
送
り
車
椅
子
と
交
換

し
、
国
保
診
療
所
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

　

５
月
21
、
22
日
の
２
日
間
、
ケ

イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
株
式
会
社
が

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
判
官

館
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
散
策

路
の
丸
太
整
備
、
砂
利
の
補
充
、

駐
車
場
に
視
線
誘
導
標
の
設
置
な

ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
日
高
自
動

車
道
新
冠
町
大
狩
部
東
改
良
工

事
を
施
工
し
て
お
り
、
町
へ
地

域
貢
献
を
申
し
出
た
こ
と
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
お
う
る
の
郷
で
、

99
歳
を
迎
え
る
字
大
富
生
ま
れ
の

白
浜
敏
さ
ん
に
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
鎌
田
盛
行
会
長
よ
り
祝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
に
伴
い
、
面
会

が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
鬼
海

将
芳
施
設
長
ら
職
員
よ
り
、
家
族

な
ど
か
ら
届
い
た
お
祝
い
の
花
束

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
手
渡
さ

れ
、
よ
り
一
層
の
長
寿
を
願
い
誕

生
日
を
祝
い
ま
し
た
。

新
冠
中
学
校
生
徒
会
が

診
療
所
へ

リ
ン
グ
プ
ル
収
集
で

車
椅
子
の

寄
贈

ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
㈱　

地
域
貢
献

判
官
館
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

整
備

よ
り
一
層
の
長
寿
を
願
い

お
う
る
の
郷
で
白
寿
の
お
祝
い

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

６
月
30
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催

の
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸
講
座
』
で

作
成
さ
れ
た
マ
ス
ク
が
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
外
出
自
粛
に
よ
り
、

自
宅
に
い
る
時
間
を
有
意
義
な
も
の

と
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
講
座
で
、

参
加
者
30
名
、
合
計
２
４
０
枚
の
手

作
り
マ
ス
ク
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

や
役
場
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
マ
ス
ク

を
必
要
と
す
る
方
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸
講
座

お
し
ゃ
れ
で

可
愛
い

手
作
り

マ
ス
ク
を
作
ろ
う

　

こ
の
た
び
、
橋
本
正
美
さ
ん
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
６
月
19
日
、

北
海
道
商
工
会
連
合
会
横
島
義
人
事

務
局
長
よ
り
、
勲
記
と
勲
章
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
平
成
27
年
に
管
内

商
工
会
連
合
会
会
長
に
就
任
。
道
商

工
会
連
合
会
理
事
と
し
て
も
組
織
の

基
盤
強
化
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
昭

和
45
年
に
新
冠
消
防
団
に
入
団
し
、

消
防
副
団
長
や
団
長
な
ど
の
重
役
を

担
い
、
団
員
の
指
導
育
成
・
技
術
力

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

字
本
町　

橋
本　

正
美
さ
ん

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

５
月
22
日
か
ら
６
月
30
日
に
か
け
、
町
教

育
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
外
出
自
粛
の
期
間
中
、
自
宅
に
居

る
時
間
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、『
テ
ィ

ラ
ミ
ス
作
り
講
座
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
出
身
者
で
札
幌
の
「
テ
ア

ト
ロ
デ
ィ
マ
ッ
サ
」
で
料
理
長
を
務
め
る
新

田
裕
也
シ
ェ
フ
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

参
加
者
に
は
、「
テ
ィ
ラ
ミ
ス
」
の
レ
シ
ピ

と
分
り
や
す
い
動
画
が
収
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
送
付
さ
れ
、
届
い
た
レ
シ
ピ
を
参
考
に
自

宅
で
15
組
、
45
名
の
方
が
テ
ィ
ラ
ミ
ス
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

本
格
イ
タ
リ
ア
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り

テ
ィ
ラ
ミ
ス
＝
私
を

元
気
に
し
て

　

６
月
５
日
、道
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
「
に

い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ
ン
」
が
特
許
庁
の
地
域
団

体
商
標
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
登
録
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

消
費
者
か
ら
の
信
用
維
持
、
農
業
競
争
力
の

強
化
な
ど
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
に
い
か
っ
ぷ
が

昨
年
４
月
に
出
願
し
て
い
た
も
の
で
、
道
内

で
35
件
目
、
日
高

管
内
で
は
２
件
目

の
取
得
と
な
り
ま

す
。

　

「
に
い
か
っ
ぷ

ピ
ー
マ
ン
」
は
道

内
生
産
量
の
約
半

分
を
占
め
る
安
定

し
た
生
産
量
と
柔

ら
か
く
瑞
々
し
い

品
質
が
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
昨

年
度
の
販
売
額
は

８
億
４
千
万
に
達

し
て
い
ま
す
。

に
い
か
っ
ぷ
ピ
ー
マ
ン

地
域
団
体
商
標
に
登
録

　

６
月
25
日
、
町
商
工
会
青
年

部
よ
り
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園

及
び
各
小
中
学
校
な
ど
へ
消
毒

液
一
斗
缶
５
缶
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
青
年
部
西
村
修
司
部
長
か

ら
、
「
新
冠
町
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
主
に
子
ど
も
た
ち
が

活
動
す
る
施
設
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
温
か
い
想
い

が
込
め
ら
れ
、
教
育
委
員
会
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
!!

町
商
工
会
青
年
部
が

消
毒
液
の

寄
贈

　

６
月
25
日
、
幌
村
建
設
株
式
会
社

が
老
朽
化
し
て
い
る
判
官
館
森
林

公
園
管
理
棟
の
屋
根
の
塗
装
と
長

期
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
灯
油
タ

ン
ク
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
日
高
自
動
車
道

新
冠
町
高
江
改
良
工
事
を
施
工
し

て
お
り
、
町
へ
地
域
貢
献
を
申
し
出

た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

開
設
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
７

月
３
日
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。

幌
村
建
設
㈱　

地
域
貢
献

判
官
館
森
林
公
園
管
理
棟
整
備

　

６
月
15
日
、
役
場
会
議
室
で
消
防

団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
た
有
限

会
社
金
平
組
と
株
式
会
社
太
陽
デ
イ

リ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
日
高
中
部
消
防
組

合
の
鳴
海
副
管
理
者
よ
り
認
定
証
と

表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
従
業
員
な
ど
が
消

防
団
員
と
し
て
複
数
入
団
し
て
い
る

な
ど
、
消
防
団
活
動
に
理
解
と
協
力

が
あ
り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
認

め
ら
れ
る
事
業
所
を
認
定
し
、
地
域

の
防
災
体
制
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

金
平
組
と
太
陽
デ
イ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●新型コロナウイルス感染予防に

役立ててと

☆山本　浩 （マスク2,000枚）

☆新冠町商工会青年部 （消毒液 90ℓ）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆早川　憲吾 （白菜 11玉）

☆葛野　弘子 （古布１袋）

☆堤　とも子 （古布１袋）

☆栃木　キヌエ （古布１箱）

☆ボランティアグループあゆみ （カット布２箱・１袋）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布５袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆片丸　光男 （100,000円）

☆中本　隆志 （50,000円）

☆中地　ハルヱ （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆斉藤　艶子 （古切手１袋）

☆森元　紀野 （古布４袋）

子育て支援センターからのお知らせ

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

７月の事業は中止としています。

　８月からは募集人数を減らすなど、新型コ

ロナウイルス感染症対策を行い、事業の再開

を予定しています。

　開催が決定次第、町政事

務委託文書などでお知らせ

します。

●問い合わせ先

　教育委員会子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

夏季休業中の学校閉庁日の設定について
　町内の小中学校の夏季休業期間中に学校閉庁日を

設けます。

　これは、教職員の心身のリフレッシュと休暇取得

促進を図ることを目的とした取り組みです。

　閉庁期間中、各学校は職員が不在となりますので、

緊急時は教育委員会管理課にご連絡をお願いします。

〇学校閉庁期間

　８月12日（水）～８月14日（金）の３日間

●緊急連絡・問い合わせ先

　教育委員会管理課　☎ 0146・47・2547

「脳の MRI 検診」中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感

染症拡大防止に伴い、９

月 17日（木）～ 19日（土）

に予定していました「脳

の MRI 検診」は中止する

こととしました。

　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解をいただ

きますようお願いします。

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

７
月

16日（木） 18：00～20：00 からだリセット講座 未定

20日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

26日（日）

受付時間
①８：30～
②９：30～
③10：30～
④11：30～
⑤13：30～
⑥14：30～

婦人科検診
・乳がん検診

・子宮頸がん検診
保健センター

31日（金）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

８
月

６日（木） 18：00～20：00 からだリセット講座 町民センター

20日（木） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

『新しい生活様式』における熱中症予防
　新型コロナウイルス感染症防止対策の３つの基

本である①身体的距離の確保、②マスクの着用、

③手洗いや、「３密 ( 密集・密接・密閉 )」を避

ける『新しい生活様式』が求められています。

　今夏はこれまでとは異なる生活環境下で迎える

こととなり、例年以上に熱中症にも気を付けなけ

ればなりません。十分な感染症予防を行いながら、

熱中症予防にもこれまで以上に心掛けましょう。

○熱中症予防のポイント○

①暑さを避けましょう

・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換

気を確保し、エアコンなどで部屋の温度を調整し

ましょう。

・暑い日や暑い時間帯を避け、無理のない範囲で

活動しましょう。

②適宜マスクをはずしましょう

・気温や湿度が高い中でのマスク着用は熱中症の

リスクが上がります。屋外で人と十分な距離 ( ２

メートル以上 ) を確保出来る場合には、適宜マス

クをはずしましょう。

・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業

や運動を避け、周囲の人との距離を十分にとった

上で、適宜マスクをはずして休憩をしましょう。

③こまめに水分補給をしましょう

・のどが渇く前に、こまめに水分補給をしましょ

う。(一般的に、食事以外に 1日当たり 1.2ℓが水

分摂取の目安とされています )

④日頃から健康管理をしましょう

・日頃から体温測定や健康チェックを行い、体調が

悪いと感じた時は無理せず自宅で静養しましょう。

※特に、高齢者・子ども・

障がいをお持ちの方は熱中

症になりやすいので、十分

に注意しましょう。

食中毒予防のポイント
　気温・湿度ともに高くなるこれからの時期は食

中毒が起こりやすくなります。今回は食中毒予防

のために気をつけたいポイントについてお知らせ

します。

①菌を食材につけないこと

　帰宅後やトイレ後、調理の前後には必ず石けん

で手を洗いましょう。ふきんや包丁などの調理器

具は使用後すぐに洗い、熱湯や漂白剤で消毒する

ことで二次汚染を防ぐことができます。

②菌を増やさないこと

　まな板・包丁は野菜用、肉・魚用の用意をおす

すめしますが、共用の場合は野菜から調理すると

細菌を広げにくくなります。食品の買い出しは短

時間で済ませ、購入後は素早く冷蔵庫に入れます。

食事は調理後２時間以内に食べるようにし、室温

で放置することは避けましょう。

③菌を消滅させること

　食品は中心部までしっかり加熱します。調理済

み食品や残った料理を温めなおす時も十分に加熱

してから食べるようにしましょう。

④食中毒を起こしやすい食品

　食中毒は全ての食品で起こる可能性があります

が、特に注意が必要な食品として、生もの、生菓

子、おにぎり、めん類、弁当、鶏卵、肉類、魚介

類、カレーやシチュー、煮物などがあります。こ

れらの食品の扱いは十分に注意しましょう。

福祉医療受給者証の更新手続き
　重度心身障がい者医療・ひとり親家庭等医療・

子ども医療の福祉医療受給者証の更新手続きを７

月下旬より順次、受付します。

　詳しくは、後日、対象者に郵送されます更新手

続きのご案内をご覧ください。

　また、現在お持ちの受給者証は令和２年８月以

降、使用できなくなりますので、ご注意ください。

●問い合わせ先

　保健福祉グループ　☎ 0146・47・2113

保健福祉課からのお知らせ

「にいかっぷふるさと祭り」の中止について
　新型コロナウイル

ス感染症拡大防止の

ため、７月 18日（土）・

19 日（日）に予定し

ていました「にいかっ

ぷふるさと祭り」は

中止としていますの

で、お知らせします。

●問い合わせ先

　企画課商工観光労働グループ　☎ 0146・47・2498

その１
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

蜂の巣駆除補助金について
　今年度も蜂の巣駆除を太田養蜂場で行った場合

は、下表のとおり補助金を交付しますので、町民

生活課環境衛生係へ申し込み下さい。

①駆除する場所 市街地・泊津・大富 その他

②駆除代金 １個 16,500 円 １個 19,800 円

③その他費用 高所作業代（実費）

マルハナバチ・アナバチは2,000円増

④補助金 １個　5,000 円

⑤個人負担額

（② +③ -④）
１個 11,500 円～ １個 14,800 円～

蜂の巣抑制方法について
○蜂退治用スプレーでマーキング

　蜂の巣ができやすい場所へ市販の蜂退治用スプ

レーをすると、約１カ月程度、蜂が巣を作りづら

くする効果があります。

〇スズメ蜂用「誘香液」の作り方

　２リットルのペットボトル

に 1.5cm の穴を開けて、日本酒

150cc、酢 20cc、砂糖 50～ 70g、

水 100cc を入れ、木や軒下など

に吊るすと蜂が入ります。

※誘香液の周りに蜂が飛来する

ため、住宅から少し離れた場所

に設置しましょう。また、穴が

大きいと蜂が逃げます。

国民年金保険料免除手続き
○保険料免除制度

　経済的な理由などで保険料を納めることが困難

な場合に、本人と配偶者、世帯主の前年所得を審

査し、承認されれば保険料納付の全額または一部

が免除されます。また、失業された方は、離職票

や雇用保険受給資格者証を添付すれば、その方の

前年所得を０円として審査をする特例もあります。

≪全額免除となる所得の目安≫

　｛（扶養親族の数＋１）× 35 万円｝＋ 22 万円

○若年者納付猶予制度

　本人が 50 歳未満であるときに限り、世帯主の

前年所得にかかわらず、本人と配偶者の前年所得

を審査し、承認されれば保険料納付の全額が猶予

されます。

≪全額猶予となる所得の目安≫　

　全額免除の所得基準と同じ

○令和２年度免除期間

　期間は令和２年７月から令和３年６月までとな

ります。また、申請日より過去２年１カ月前まで

遡って申請が可能です。

　例）令和２年７月に申請する場合の免除可能期間

　将来期間：令和２年７月～令和３年６月

　過去期間：平成 30 年６月～令和２年６月

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2112

○支援金　　　１事業所　200,000 円

○支給対象者

　令和２年１月から令和２年 12 月までのうち、

ひと月の売上が前年同月比で 20％以上減少し、

かつ国が実施する持続化給付金の対象とならな

かった事業者。

１．申請に必要な書類

　①支援金申請書

　② 2019年分の確定申告書第一表の控え

　③ 2020年の月毎の月間事業収入がわかる帳簿など

　④本人確認書類（個人事業者のみ）

　⑤振込み希望口座の通帳写し

２．対象事業所

　①町内に主たる事務所・事業所を有する中小企

　業・小規模事業者

　②町内に住民票を置く個人事業者

３．申請期限　令和３年３月 31 日まで

４．対象とならない事業所等

　①農林水産業、軽種馬産業を主な事業として営

　む事業者

　②政治団体

　③宗教上の組織もしくは団体

　④国の持続化給付金の対象となる事業者

●問い合わせ先：企画課商工労働観光グループ

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2498

新型コロナウイルス感染症経営持続支援金（町独自事業）

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ環境衛生係

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2112

分別については通常どおり行って

ください。収集日の午前８時まで

に排出し、ごみを溜めないように

しましょう。

また、マスクなどごみのポイ捨て

は絶対にやめましょう。
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O A・文具
リバティーはしもと

　
　
　

○
受
験
資
格

・
Ａ
区
分

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。）
等
を
卒
業
し

た
方
（
令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
。）

・
Ｂ
区
分

　

Ａ
区
分
以
外
の
方

※
年
齢
～
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

○
採
用
予
定
人
数

・
男
性
Ａ
区
分　

１
６
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　
　

５
０
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

１
５
５
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　
　

５
５
名
程
度

○
受
付
期
間

・
郵
送
及
び
持
参　

８
月
21
日
ま
で

・
電
子
申
請　

８
月
21
日

17
時
30
分
ま
で

○
試
験
日

・
１
次
試
験　

９
月
21
日

・
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
中
旬

○
１
次
試
験
地

　

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ

か
町
な
ど

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

気
象
台
が
発
表
す
る
情
報
と

し
て
、
警
報
や
注
意
報
が
あ
り

ま
す
。
警
報
級
の
現
象
の
期
間

を
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
で
、

事
前
の
防
災
対
策
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
警
報
級
の
現
象

が
５
日
先
ま
で
予
想
さ
れ
る
と

き
に
、「
早
期
注
意
情
報
（
警
報

級
の
可
能
性
）」
を
、大
雨
、大
雪
、

暴
風
ま
た
は
暴
風
雪
、
波
浪
の

４
種
類
に
つ
い
て
表
形
式
で
発

表
し
て
い
ま
す
。
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
気
象
警
報
・

注
意
報
」
の
ペ
ー
ジ
で
地
図
上

の
市
町
村
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

確
認
で
き
、
警
報
級
の
現
象
に

な
る
可
能
性
は
［
高
］
が
80
％

以
上
、［
中
］
が
30
～
70
％
で
、

該
当
期
間
を
着
色
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
報
や
注
意
報
を
発

表
す
る
際
、
当
日
と
翌
日
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
推
移
と
し
て

注
意
報
や
警
報
の
現
象
が
起
こ

る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
細
か

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
1

日
を
3
時
間
ご
と
に
8
コ
マ
に

分
け
て
、
気
象
要
素
ご
と
に
、

警
報
は
赤
色
、
注
意
報
を
黄
色

に
着
色
し
、
警
報
級
の
現
象
の

期
間
や
予
想
さ
れ
る
最
大
風
速

や
雨
の
量
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
い
た
だ

き
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

早
め
の
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

室
蘭
地
方
気
象
台

☎
０
１
４
３
・
２
２
・
４
２
４
９

　

新
冠
町
の
総
合
文
芸
誌
「
文
芸

に
い
か
っ
ぷ
第
38
号
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

〇
作
品
種
別

　

創
作
、
評
論
、
随
筆
、
紀
行
文
、

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
で
、
自
作
・

未
発
表
作
品
。
写
真
は
２
枚
ま
で
。

〇
応
募
資
格

　

町
民
と
町
内
居
住
歴
の
あ
る
方
。

〇
投
稿
規
定

　

原
稿
用
紙
は
所
定
の
も
の
（
25

字
×
10
行
）
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

題
名
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
明
記
。

〇
応
募
方
法

　

提
出
先　

レ
・
コ
ー
ド
館
図
書
プ
ラ
ザ

　

締
切
り　

10
月
31
日
ま
で

〇
審
査

　

掲
載
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員

で
協
議
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

字
高
江　

大
下　

謙
二

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
３
０
５
２

　

こ
の
試
験
は
、
日
高
管
内
町

職
員
の
「
一
般
事
務
職
」
の
採

資
格
試
験
で
す
。

○
受
付
期
間　

７
月
31
日
ま
で

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時
（
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
を
除
く
）

○
試
験
日　
　

９
月
20
日

○
試
験
場
所　

新
ひ
だ
か
町
公
民
館

○
申
込
書
請
求
先

　
申
込
書
の
配
布
は
日
高
町
村

会
事
務
局
及
び
役
場
総
務
課
で

行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
入

の
う
え
日
高
町
村
会
事
務
局

（
〒
０
５
７-

８
５
５
８
浦
河
郡

浦
河
町
栄
丘
東
通
56
号
日
高
合
同

庁
舎
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
資
格
、
日
高
管
内
各
町

の
採
用
人
数
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
町
村
会
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
１
８
４
６

新
冠
町
役
場
総
務
課

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１

セ
ン
タ
ー
開
設
日

７
月-

13
日
（
月
）・
15
日
（
水
）

　
　
　

20
日
（
月
）・
22
日
（
水
）

　
　
　

27
日
（
月
）・
29
日
（
水
）

８
月-

３
日
（
月
）・
５
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
水
）・
17
日
（
月
）

　
　
　

19
日
（
水
）・
24
日
（
月
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら
日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

ごみ収集従事者へ感謝の手紙
　新型コロナウイルス感染症

拡大により感染リスクが高い

とされるごみ収集従事者へ町

民の方から感謝の置き手紙が

ありました。

　Ｐ９の「ご家庭でのごみの

捨て方」を参照し、ごみの捨

て方や減量化について、皆さ

まのご協力をお願いします。

すべての相談の
相談料が

無料で
す

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

8/16 (日)
集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

多目的室１
新ひだか町地域交流センター
ピュアプラザ

0619_ 北海道 _新冠町広報誌 _相談会 h40w115_1c

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

文
藝
に
い
か
っ
ぷ

　
作
品
募
集
中

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

警
報
級
の

可
能
性
が
わ
か
り
ま
す

日
高
管
内
町
職
員

採
用
資
格
試
験
公
告

自衛官募集ホームページ

札幌地本イメージキャラクター モコちゃん
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今月の一冊

世界のかわいい散歩道
エムディエヌコーポレーション

　絵本の世界のようなかわいい

雰囲気の散歩道、歴史あるロマ

ンチックな街並の散歩道、水辺

が心地いい散歩道、緑いっぱい

の散歩道…。いつかは歩いてみ

たい世界の散歩道を紹介します。

　写真で旅気分を味わってみて

ください。

　

昭
和
30
年
、
７
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
新
冠
川
が
氾
濫
、
甚
大

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
27
名
も
の
犠
牲
者
を

出
し
た
新
冠
史
上
最
大
の
災
害
と
し
て
、
今
も

な
お
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
は
、

尊
い
犠
牲
者
を
慰
む
石
碑
で
す
。

　

７
月
は
こ
の
大
水
害
が
あ
っ
た
月
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
碑
を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
に
な
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
②

　
　
　
　『
水
害
遭
難
者
之
碑
』

将来の夢はネイリ

ストです。ネイル

をしている人を見

て、きれいだなと

興味をもったから

です。

坂本　日陽

私は、看護師にな

りたいです。理由

は、患者さん達の

命を助けるお手つ

だいをしたいから

です。

中津川　柚子

ユーチューバーに

なって、三十分で

百万円使いきれる

か？やゲーム実況な

どみんなを楽しませ

る企画をやりたい。

坂元　杏輔

私 の 将 来 の 夢 は

キャビンアテンダ

ントになることで

す。旅行に行くのが

好きだし、興味が

あったからです。

出口　那美

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

ぼくが将来行きた

いところは、イタ

リアです。理由は、

本場のイタリア料

理を食べてみたい

からです。

高橋　慧

新着ガイド
坊さん、ぼーっとする。	 白川	密成

石に刻まれた江戸時代	 関根	達人

10年後に食える仕事食えない仕事	 渡邉	正裕

ドラえもんを本気でつくる	 大澤	正彦

身のまわりのものでできる手作りマスク	 寺西	恵里子

思わず見とれるゼリースイーツ			 大越	郷子

ときめきが続く収納と部屋づくり	 田野口	淳子

顔が上がる↑１分×表情筋トレ	 石川	時子

ピアノの近代史			 井上	さつき

公安狼	 笹本	稜平

家族じまい	 桜木	紫乃

きたきた捕物帖	 宮部	みゆき

日々是口実	 土屋	賢二

コロナの時代の僕ら	 パオロ・ジョルダーノ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

10：30～ 11：00 おうるの郷

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

７月 10 日

15 日

16 日

17 日

８月６日

７日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆事業の中止について
　新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、７

月に開催を予定していた【びっくり箱のおはなし会】

と【赤ちゃん絵本の読み聞かせ】を中止します。

☆利用制限の一部緩和のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用

を制限した限定開館を行っていますが、７月１日よ

り制限が一部緩和されています。

・滞在時間30分以内	⇒	１時間以内へ滞在時間を延長

・町内小中高生の学習目的に限り、学習机（１人用）

利用可能

・水曜日の夜間開館を再開（水曜日は夜８時まで）

※インターネット検索用パソコン、館内での視聴覚資

料の視聴、町内学生以外の学習机の利用はできません。

☆夏休み特別事業のご案内
　図書プラザでは夏におすすめの本の展示、蔵書を

活用した児童向けイベントを計画しています。今年

は学校の夏休みが短く、町内で過ごす時間が増える

のではないでしょうか。身近な避暑地図書プラザへ

ぜひ足をお運びください。

　また、小学生向け北海道日

本ハムファイターズ読書推

進全道キャンペーンを今年

も実施します。事業の詳細

や、ファイターズキャンペー

ンの申込方法は、学校配布

のチラシ、館内掲示ポスター

生涯学習だより「まなボー

ド」などでお知らせします。

※今後の状況により運行が中止となる場合があります。

○
水
害
遭
難
者
之
碑（
す
い
が
い
そ
う
な
ん
し
ゃ
の
ひ
）

　
建
立
年
月
日
　
昭
和
31
年
７
月
４
日

　
所
在
地
　
　
　
高
江
（
旧
馬
頭
観
音
寺
横
）

　
建
立
者
　
　
　
新
冠
村
長
　
飛
島
賢
治

　
高
さ
　
　
　
　
２
・
９
メ
ー
ト
ル

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
企
画
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
２
年
７
月
10
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

第
二
十
五
話

　
 

「
新
冠
の
ト
パ
ッ
ト
ミ
伝
承
に
つ
い
て
」（
要
約
文
）

　

ア
イ
ヌ
文
化
に
お
い
て
、「
ト
パ
ッ
ト
ミ
」
と

呼
ぶ
不
思
議
な
伝
承
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
パ
ッ
ト
ミ
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
群
盗
、
夜
盗
、

夜
襲
」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で
、
宝
物
の
収
奪
や
集

落
の
襲
撃
を
す
る
話
で
す
。
日
高
地
方
に
も
多
く

語
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
新
冠
で
の
伝
承
を
一

部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
判
官
館
の
伝
説

　

判
官
館
の
岩
を
昔
の
ア
イ
ヌ
達
は
ポ
ロ
ヌ
プ
リ

（
大
山
又
は
親
山
）
と
呼
ん
で
、
大
事
に
し
て
酒
を

あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時
、
ど
こ
か
ら
か
攻

め
て
来
た
敵
が
、
こ
の
付
近
の
人
達
を
ず
い
ぶ
ん

殺
し
た
。
生
き
残
っ
た
僅
か
の
人
達
が
、
ポ
ロ
ヌ

プ
リ
の
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て
か
ら
、
ガ
マ
で
織
っ

た
ム
シ
ロ
を
ひ
ろ
げ
て
岩
の
上
か
ら
飛
び
お
り
た

と
こ
ろ
、
鳥
の
よ
う
に
ふ
わ
り
と
飛
べ
て
、
怪
我

も
な
く
皆
無
事
に
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〇
白
鳥
の
子
孫

　

タ
カ
イ
サ
ラ
（
現
在
の
高
江
付
近
～
昔
は
市
街

地
ま
で
高
江
と
呼
ん
で
い
た
）
に
昔
大
き
な
集
落

が
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
、
他
国
か
ら
攻
め
入
っ
た

人
の
た
め
に
、
住
ん
で
い
た
人
は
皆
殺
し
に
さ
れ
、

家
は
焼
き
払
わ
れ
て
焼
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
中
、
た
っ
た
一
人
の
男
の
子
だ
け
助
か
っ
た
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
ず
、
た
だ
泣
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の

時
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
一
人
の
女
の
人
が
現
れ
、

男
の
子
を
助
け
た
。
そ
の
男
の
子
が
成
人
し
た
時
、

二
人
は
夫
婦
に
な
っ
て
沢
山
の
子
供
を
も
う
け
た

の
で
、
荒
れ
果
て
た
タ
カ
イ
サ
ラ
の
集
落
は
復
活

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
に
男
の
子
を
助
け
た

女
の
人
は
、
天
国
に
住
む
雌
の
白
鳥
で
、
目
的
が

終
わ
る
と
再
び
も
と
の
姿
に
戻
り
、
沼
の
中
の
白

鳥
の
大
群
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

〇
厚
別
川
の
砦

　

厚
別
川
の
支
流
の
ホ
ロ
カ
ウ
ン
ナ
イ
川
の
西
に

砦
が
あ
る
が
、
こ
の
場
所
は
釧
路
か
ら
来
た
野
盗

（
ト
パ
ッ
ト
ミ
）
と
戦
争
し
た
所
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
釧
路
ア
イ
ヌ
の
ト
ン
ク
ス
リ
は
、
ラ
メ
ト

ク
（
豪
傑
）
と
い
う
老
人
に
毒
矢
を
射
込
ま
れ
倒

さ
れ
た
。
ト
ン
ク
ス
リ
を
葬
っ
た
場
所
は
、
か
つ

て
の
美
宇
小
学
校
（
現
キ
リ
ス
ト
教
会
の
研
修
交

流
施
設
）
の
所
だ
。

　

伝
説
や
伝
承
は
、
事
実
で
あ
る
か
否
か
は
気
に

か
か
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
地
域
に
永
く
伝
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
る
こ
と

で
、
そ
の
要
因
を
探
る
こ
と
は
歴
史
の
一
端
に
触

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

５月 21 日～６月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

三上　貴範 ♡ 中島　みゆき 北星町

●お誕生おめでとうございます

中 村 　 司
つかさ

 （ 瞬  歩 美 ) 東　町

ケン　プリヤン　シン

 （ナラパト シン　グディ コワ） 万　世

信 濃 偉
い つ き

月 （翔太 綺女 ) 節婦町

新 田 朱
し ゅ り

梨 （知也 瑞穂 ) 美　宇

●おくやみ申し上げます

佐藤　　學 　８８歳 本　町

齋藤喜代子 　８９歳 本　町

中本　貞子 　８２歳 高　江

佐々木　正 　９４歳 大　富

藤井美千代 　６５歳 節婦町

畔柳　作次 　７２歳 美　宇

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
２
年
７
月
号
（
通
巻
646
号
）

人の

うごき

人　口 5,424人 （前月比 －	18 人）

　男 2,657人 （前月比	 －	 9 人）

　女 2,767人 （前月比	 －	 9 人）

世 帯 2,758世帯 （前月比 －	 3世帯）
（６月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 23件 （ 17件）

119件 （159件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

１人（３人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

０件（３件）

発生件数

０件（０件）

１件（３件）

区　分

６月

２年１～６月

区　分

６月

２年１～６月

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓～海・山・川　ルールを守って　みな笑顔～

事故が無く楽しいレジャーを過ごしましょう。

消防署新冠支署

野盗が葬られたという伝承がある
旧美宇小学校

現キリスト教会研修交流施設付近

パパ　　          　　ママ


